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麻生区区民会議 第４回若者が住みたくなる魅力あるまちづくり部会 議事要旨 

１ 開催日時：平成２５年１月１１日（金）午後６時００分～午後８時３０分 

２ 開催場所：麻生区役所第４会議室 

３ 出席者：[若者が住みたくなる魅力あるまちづくり部会委員] 

石井委員、金光委員、菅野委員、菅原委員、高橋委員、東川委員、矢野委員、 

山田委員 

 [事務局] 

安生企画課課長、白石担当係長、川里、桑原 

４ 傍聴者  １名 

５ 議事 

（１） 「芸術・文化のまちづくり」 

【説明事項】 

前回の部会で報告された、地域活性化ビジョン策定員会作成の報告書「しんゆり・芸術

のまちづくりによる地域活性化に向けて」の中の、新百合ヶ丘駅周辺での芸術のまちづ

くりに関するアンケート結果だけでなく、同報告書の中で記載されている「課題」部分

を次回部会で追加資料として提出する事になった経過を受けて、石井部会長より、委員

の立場で、その部分を、これまでの新百合ヶ丘駅周辺の開発からの歴史、現状と課題、

更に今後の活性化に向けた提案などの概要を報告した。 

【決定事項】 

・２月の全体会議にて、事務局から芸術文化にかかわる第３期提言内容を受けての行政

における取り組み（進捗）状況を報告してもらう。

・区の状況報告に応じて、「芸術・文化のまちづくり」にかかる調査審議の今後の方向性

を決定する。

【主な意見】 

・「しんゆり･芸術のまちづくり」の今後の主体・進め方が見えない。 

→ 既にアートセンター、昭和音楽大学、日本映画大学等を中心に「アルテリッカし

んゆり」や「ＫＡＷＡＳＡＫＩしんゆり映画祭」などが動いている。 

・「芸術の定義」は何か。「芸術のまち」構想について、どこに焦点が絞られているの 

かが見えない。例えば「ニューオーリンズ」と言えば「ジャズ」だが、音楽もアート 

も映画も、では目玉が見えない。 

→ 「しんゆり・芸術のまち」は、いろいろな要素が集まって展開されてきた。

・報告書からは、「（芸術・文化活動を）やる人達のためにやっている」印象を受ける。

 → 人材育成・人づくりの視点が見えてこない。

 → アートセンターは人材育成のために設立されたが、人材は育っているのか。
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・第３期区民会議の提案（提言）だけ残っている。NPO 法人の縮小により、実現できる

体制づくりが必要である。今後、誰が進めていくのか。

 → 行政側で前進の動きがなければ（難しければ）、提言内容実現のための別の手法を

   区民会議で検討してはどうか。

 → 行政側で前進の動きがあれば、第４期「若者が住みたくなる魅力あるまちづくり

部会」のテーマに合致した新たな課題として「芸術・文化イベントへの若い世代

の集客」「芸術・文化のまちづくりにおける若い人の育成」などを検討してはどう

か。

→ その際、TMO やアートセンターとの意見交換などを行うことが考えられる。

（２） 「子育てしやすい環境づくり」 

【説明事項】 

・事務局より、若者のニーズ調査についての各委員からの提案を集約したアンケート項 

目（案）と既存調査で分かる事項結果との対比を、比較対照表（資料１）に添って説 

明した。 

・コンサルタントより、既存調査や統計データを項目別に分析・集約した基礎データ資 

 料（資料２）について説明した。 

【決定事項】 

・２月２日に麻生区役所こども支援室が担当する「子どもと一緒のコンサート」にて、

試行的に子育て世代を対象としたアンケートを実施する。

・アンケートのたたき台は、正副部会長と事務局で作成し、後日集まれる委員で意見調

整する（集まれない人についてはメール・ＦＡＸなどで事前に意見提出する）。

 ・アンケートの形式は、基本選択式とし、「その他」選択肢で自由意見記載欄を設ける。

 ・大学生や子どもを対象としたアンケート実施については、子育て世代（親）へのアン

ケートを実施・分析した後に、改めてどうするかを検討する。

【主な意見】 

① アンケート調査手法について 

・２月２日の「子どもと一緒のコンサート」（募集人員３５０名）でのアンケート実施 

は、サンプル数が少ないのではないか。また、統計的に偏りのないサンプル数となる 

のか。 

 → 子育て世帯を対象として絞っていることを考慮すれば、過去の統計と比較しても 

それほど大きな誤差はないと考えられる。  

  ・定量的というよりは、定性的に実態を把握したい。 

    ・既存調査結果や基礎データで子育て世代のニーズなど概観はつかむことができる 

が、もう少し具体的に（実態を）把握したい。 

② アンケートの実施対象について 

・子育て世代についても、年齢層の幅が広い。 

・大学生などにもアンケートをとったらどうか。 
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・青少年の人間形成や子ども自身の意識についても問いたい。子どもを対象にアンケー 

トを実施する際は、文言に留意が必要である。 

（「あさおは大好きですか？」など） 

③ アンケート内容・統計データについて 

・地域の医療問題、犯罪状況、子どもたちの国際性の育成、地域の教育力なども項目と 

して把握したい。 

（３） その他 

・今後の部会開催日は、原則、第２月曜日の１８時からとする。 

・事務局より、全体会議資料作成準備、区民会議交流会などについて説明した。 

以上 


